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① 岡山市水道事業の概要
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①岡山市水道事業の概要

水道事業のあゆみと現況

政 令 市 平 均
政令市順位

（降順）
岡 山 市

1,444,133人17/18位692,403人給水人口（人）

165,124千㎥16/18位85,167千㎥年間配水量（千㎥）

152,804千㎥16/18位77,109千㎥年間有収水量（千㎥）

92.5 ％14/18位90.5％有収率（％）

264.3億円12/18位141.1億円給水収益（億円）

172.9円6/18位182.9円供給単価（円/m3）

170.6円11/18位165.3円給水原価（円/m3）

2,762円8/18位2,882円
20m３当たり料金

（口径１３㎜）（円税込）

588人13/18位365人職員数（人）

10,382 70.7
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（令和7年3月末）
■ 水道事業のあゆみ ■ 水道事業の現況

岡山市の水道は、明治38年（1905年）に全国8番目の近代水道として創設以来、市民の生活と産業を支える
ライフラインとして市勢の発展を支えてきた。

市民約70万人に安全・安心な水道水を安定して供給するため、計画的に水道施設の更新や耐震化を推進

R6
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①岡山市水道事業の概要

水道施設及び地理的概要

本市の給水区域は750.24ｋ㎡と政令市では最も広く、半分近くを山間部や中山間地域が占めている。
広大な給水区域に水道水を供給するため、多くの水道施設や長い距離の配水管が必要

政令市平均
政令市順位

（降順）
岡 山 市

328.99ｋ㎡1/18位750.24ｋ㎡給水面積（ｋ㎡）

4.64 18/18位1.03 
有収水量密度

（1,000m3/ha）

772,695㎥/日17/18位322,000㎥/日配水能力（㎥/日）

58.5％4/18位72.5％施設利用率（％）

7浄水場浄水場

147池配水池

96か所ポンプ所

4,777.47㎞10/18位4,397.21㎞導送配水管延長（㎞）

52.20㎞18/18位7.00㎞導水管延長（㎞）

114.32㎞18/18位12.38㎞送水管延長（㎞）

4,610.94㎞8/18位4,377.83㎞配水管延長（㎞）

■ 水道施設、能力の概要 ■ 浄水場別給水エリア図

8

② 現行の投資・財政計画
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基幹浄水場である三野浄水場の更新に優先投資、口径400㎜以上の大きい水道管（＝基幹管路）

現投資計画（R4～R13）の概要

基 幹 施 設

配 水 管 諸 施 設 浄水場等の電気設備、水道メーターの費用など

・三野浄水場更新・耐震化工事

浄水池築造工事
送配水ポンプ棟
紫外線処理設備
塩素混和池
脱水施設更新工事（R5完工）

・川口浄水場更新工事
・瀬戸調整池築造（R5完工）

◇ 更新率 0.7％

【例】市内の水道管総延長が4,377㎞の場合、30.6㎞を年間で更新

◇ 浄水場及びポンプ所の電気設備

◇ 水道メーター購入費、水質検査機器

耐震化工事中の三野浄水場

川口浄水場（昭和52年）

■ 各建設改良費の主な事業

・半田山線（商工会議所付近）（R4完工）
・大元西線（市民病院周辺）
・当新田線（岡山南警察署周辺）（R7完工）

◆ 基幹施設

◆ 基幹管路

基幹管路（大元西線）

口径400㎜未満の比較的小さな水道管

②現行の投資・財政計画

10

②現行の投資・財政計画

見直しによる影響
計画値
（R13）

現 状
(R6)

指 標

更新率を0.8％から0.7％に下げる一方で、漏水事故
の発生しやすい管種から優先的に更新

0.7％/年0.69％/年配水管更新率

半田山関連工事（三野～半田山配水池間の送配水管
の更新）を先送り

56.3％55.2％基幹管路耐震適合率

影響なし82.1％9.1％浄水施設耐震化率

影響なし71.8％63.0％配水池耐震化率

影響なし87.3％55.2％ポンプ所耐震化率

一部の更新工事を見直すなどして、基幹浄水場である三野浄水場の更新事業を優先し進めている。
浄水施設耐震化率などの三野浄水場更新工事に関連する指標値は上昇する見通しである。

現投資計画（R4～R13）の効果

■ 管路及び施設等の耐震化率の計画値
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現財政計画（R4～R13）の概要

②現行の投資・財政計画

42.9
35.2

47.9 49.2 46.2 46.3 43.1
34.0 31.6 31.8
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

内部留保資金の残高

財政の健全性を維持し、世代間の負担の公平性を確保するため、財政面でのルールを設定（＝財政規律の設定）

・大規模災害等の不測の事態に備え、給水収益の２か月程度の資金確保

・政令市の平均を超えない水準で管理

◆参考：R6平均給水収益 11.8億円/月

■ 内部留保資金の確保水準

■ 企業債（＝建設投資を行うための借入金）の管理

70.59%

129.75%
151.98% 171.25% 173.87% 184.80%

213.60%
243.12% 244.72% 252.70%

318.58% 328.91%
369.39% 371.53% 377.92%

437.57%
460.69%

581.90%

神戸市 札幌市 大阪市 岡山市 さいたま市 名古屋市 仙台市 浜松市 熊本市 横浜市 福岡市 川崎市 広島市 堺市 新潟市 北九州市 静岡市 京都市

政令市の状況（R６年度決算）

政令市平均 251.94％

企業債残高対給水収益比率 250％程度 （年間給水収益の250％程度の残高）

最低限25億円を確保
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現財政計画（R4～R13）の概要

②現行の投資・財政計画

2031
(R13)

2030
（R12）

2029
（R11）

2028
（R10）

2027
（R9）

2026
（R8・当初）

2025
（R7・2月）

2024
（R6決算）

2023
（R5決算）

2022
(R4決算)

16,79816,90216,99917,09717,19217,46517,03317,08515,11515,359収益的収入

収
益
的
収
支

14,08314,15814,23214,30814,38113,98514,04014,10612,01312,223給水収益

2,7152,7442,7672,7892,8113,4802,9932,9793,1023,136その他

15,65015,57215,40315,28715,22015,64615,28214,61514,62914,253収益的支出

8,3338,3488,3578,3848,4378,9618,7508,1238,3288,128給与費・維持管理費

454434404380358372301293302309支払利息

6,8636,7906,6426,5236,4256,3136,2316,1995,9995,816減価償却費

1,1481,3301,5961,8101,9721,8191,7512,4704861,106差 引

2,6384,3374,9384,6374,4384,7914,8423,3303,8684,114資本的収入

資
本
的
収
支

1,5003,2003,8003,5003,3003,5003,5002,2502,7002,700企業債

1,1381,1371,1381,1371,1381,2911,3421,0801,1681,414その他収入等

9,72811,95913,48312,58512,04112,68012,0908,83710,17810,901資本的支出

7,7419,98011,56010,67010,15010,59810,0036,7498,2298,885建設改良費

1,9871,9791,9231,9151,8912,0822,0872,0881,9492,016企業債償還金等

5,9576,0576,0405,8105,6425,5765,4224,3105,0655,157補てん財源

△ 1,133△ 1,565△ 2,505△ 2,138△ 1,961△ 2,313△ 1,826△ 1,197△ 1,257△ 1,630差 引

3,1773,1623,3974,3064,6344,6234,9174,7923,5194,290内部留保資金

33,03833,52532,30430,42728,84227,43325,80324,15723,87823,128企業債残高

234.59%236.79%226.98%212.66%200.56%196.16%183.78%171.25%198.77%189.22%企業債残高対給水収益比率

令和６年に料金改定15.7％、令和８年に料金改定3.8％ 計20.０％の料金改定を実施

令和13年まで財政規律を維持
単位：百万円

※有価証券購入分含む
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③ 現状と課題

14

水道施設の経年化

0 20 40 60 80

M38~S39

~S59

~H16

~R6
ポンプ所 配水池 浄水施設

（施設数）

浄水場などの既存施設は、水需要が増加した昭和40年代から50年代にかけて建設されており、既に50年近くが
経過している。また、一部の施設では老朽化が進んでいる。

今後、多くの施設が同時期に更新時期を迎えることから、各施設の老朽化の状況や耐震性等を踏まえ、優先順位に
基づいて更新工事を平準化していくことが求められる。

経過年数稼働開始年浄水場

89年昭和12年三野浄水場

53年昭和48年旭東浄水場

49年昭和52年山浦浄水場

56年昭和45年牟佐浄水場

49年昭和52年矢原浄水場

38年昭和６３年宇垣浄水場

49年昭和52年川口浄水場

※三野・旭東は最も古い水源を記載

■ 水道施設の年代別築造数

■ 稼働開始年別の浄水場

■ 半田山配水池（明治38年）

③現状と課題
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水道管の経年化

③現状と課題

水道管の経年化による漏水や断水、事故などのリスクが高まっている。本市は、約３割、約1,300㎞が法定耐用年数
を超えている。

21.0%
22.6%

24.6%25.1%25.4%25.9%26.5%27.6%
29.1%

30.6%

0.98%

0.90%0.92%

1.02%

1.09%

1.03%

0.97%
0.92%

0.76%

0.69%

0.0%

0.2%
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0.8%

1.0%

1.2%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
0%
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30%

35%

法定耐用年数超過管率 管路更新率

■ 法定耐用年数超過管率・管路更新率の推移

0.0 500.0 1,000.0 1,500.0 2,000.0 2,500.0

~S39

~S59

~H16

~R6

経年管

耐用期間内

■ 水道管の年代別布設延長

単位：％
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耐震化率は、政令市平均を下回っている

巨大地震への備え

③現状と課題

57.9% 57.9% 59.7% 60.6% 60.6% 60.6% 60.6% 60.7%
62.8% 63.0%

8.4% 8.4% 8.4% 8.4% 8.4% 8.4% 8.5% 8.5% 8.5% 9.1%

48.8% 48.8% 49.1%
51.8% 52.0% 52.0% 52.0% 52.1% 52.1%

55.2%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

配水池耐震化率 浄水施設耐震化率 ポンプ所耐震化率

41.8% 41.9%
45.5% 45.8% 45.8%

47.5%
49.1%

51.6%
53.9% 55.2%

13.2% 14.2% 15.3% 16.3% 17.5% 18.5% 19.5% 20.5% 21.3% 22.0%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
0%
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20%
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40%
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60%
基幹管路耐震適合率 管路耐震管率

今後30年以内に高い確率で発生が予測される南海トラフ地震による断水被害を軽減するため、水道施設・管路の
耐震化が重要である。

政令市平均岡山市

50.49.1浄水施設の耐震化率

75.763.0配水池の耐震化率

77.855.2ポンプ所の耐震化率

63.855.2基幹管路の耐震適合率

32.822.0管路の耐震管率

■ 令和6年度末指標（％）

■ 水道施設の耐震化率の推移 ■ 管路耐震管率・基幹管路耐震適合率の推移

単位：％
単位：％
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上下水道耐震化計画の推進

③現状と課題

令和6年1月の能登半島地震での被害（長期間・広範囲での断水）を教訓に、国土交通省の要請により、令和7年1月に
「上下水道耐震化計画」を策定し、上下水道一体となった耐震化を推進している。

・上下水道の「急所施設」の耐震化
・上下水道で共通な避難所等の「重要施設」の設定
・「重要施設」に接続する上下水道管路等の耐震化

施設数施設分類重要施設

28施設市役所、消防署など防災拠点

14施設広域避難所、防災公園避難所及び防災公園

30施設医療拠点、後方医療施設病 院

72施設対象施設合計

完成施設数 （ ）は累計

R11年度末現状：R５年度末

15（37）施設22施設上水

3（8）施設5施設下水

0（1）施設1施設上下水一体

■ 岡山市上下水道耐震化計画 【計画期間：令和７年度から令和１１年度（５年毎に更新）】

■ 対象重要施設

■ 重要施設へ接続する管路の完成見込み

■ 計画イメージ図
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老朽化等に起因する事故を防ぎ、安定供給につなげるため、水道施設の健全度を把握する点検等の、維持・修繕を継続
して実施している。そのうえで、災害時の影響を最小化し、迅速な復旧を行うための配水区域の小ブロック化を推進して
いる。今後、施設及び管路の老朽化による点検箇所数の増加が懸念される。

③現状と課題

維持管理の強化、減災対策の推進（小ブロック化）

■ 維持管理 ■ 減災（小ブロック化）

主な点検は、以下のとおり

◆ 直営（一部、委託を含む）

対 象点検か所

口径400㎜以上の基幹管路（布設後20年以上経過）600か所/5年基幹弁類

口径200㎜以上の鋼管（水道法で義務化）

※目視点検困難箇所はドローンによる点検（委託）
143か所/5年水管橋

◆ その他（委託）

・電気防食設備・・・防食電流を金属に供給することで、水道管の腐食を止める
・減圧弁・・・・・・・・・水圧を抑え、かつ一定に保たせて安定した水を供給する
・漏水防止事業・・・水道管の漏水調査（市内全域を約60地区に分割し、5年で市内一円）

59ブロック構築（R6）

ドローンによる水管橋の点検水管橋の点検（児島湾大橋）基幹管路の弁類点検
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③現状と課題

浸水対策、停電対策

大雨の頻発化や台風の襲来による河川水位の上昇など、気候変動による水害の頻度が高まっている。
本市でも、平成３０年７月豪雨では、水道施設も浸水及び停電等、複数の被害があった。被害を踏まえ、

施設の浸水対策、発電機整備などの対策を実施しており、今後も異常気象等に伴う豪雨に備えるため、
対策を進める必要がある。

■ 平成30年7月豪雨の被害 ■ 浸水対策

◆出典：気象庁ホームページ

［全国アメダス］日降水量400㎜以上の年間日数

■ 停電対策

・管路折損、露出等・・・折損1件（北区菅野地内）、露出24件
・浄水施設、水源・・・・・5浄水場（三野・旭東・牟佐・矢原・宇垣）、12水源
・土砂崩れ・・・・・・・・・・半田山配水池 外５件
・浸水被害・・・・・・・・・・横井配水池 外４件

平成30年7月豪雨で被災した施設
非常用発電機（矢原浄水場）

止水板の設置（三野浄水場）

15か所

８か所

６か所

５か所

整備済

整備済

未整備

未整備
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③現状と課題

危機管理体制の強化

業務継続計画の策定及び災害対策マニュアルの整備を進めるとともに南海トラフ地震を想定した給水訓練及び
復旧訓練を、他都市及び関係団体と実施。また、能登半島地震など被災地での応急給水、復旧活動に従事している。

被災時の迅速な応急給水や復旧を図るためにも、職員の災害対応能力の向上は不可欠である。そのため、他都市や
関係団体との連携強化、情報発信などのソフト面の対策を推進する必要がある。

協定都市災 害 時 協 定

広島市、堺市、東京都大都市水道局災害相互応援

倉敷市、玉野市水道水相互融通協定

神戸市、新潟市燃料供給

東京都救援活動

応急給水作業
（能登半島地震）

応急復旧作業
（能登半島地震）

応急復旧訓練
（他都市合同訓練）

応急給水訓練
（他都市合同訓練）

■ 災害時の協定、協力体制の構築

■ 災害時の派遣状況

活動規模活 動災 害

３班・ 9人応急給水
能登半島地震

5班・15人応急復旧

288人応急給水
平成30年7月豪雨

74人応急復旧

５班・17人応急給水
熊本地震

３班・ 9人応急復旧
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御津地区の水源対策

③現状と課題

御津地区に供給する矢原浄水場は、冬季の取水可能量が、需要量に逼迫しており安定した供給に課題を抱えている。
また、同地区に供給する宇垣浄水場の原水から水質基準値（50ng/L）以下ではあるがPFAS（有機フッ素化合物の

総称）が検出されている。

2,962 
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2,000
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（㎥/日）

8

17

29

43

33

28

25

19

24 25

14 14

9
7
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（ng/L）

■ 矢原浄水場の需給バランス ■ 宇垣浄水場系（原水）のPFASの検査結果（ng/L）

水質基準値
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経費の増加（物価高騰・金利の上昇）

③現状と課題

100.0 100.1
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108.9

108.9

113.7
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127.2

132.0
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135.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

◆国土交通省 年度別建設工事デフレーター（上・工業用水道）

単位：％
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1.9

2.8

0.0

0.5
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1.5
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2.5
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H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

◆条件「25年債」 「元利均等償還」「据置なし」「全期間固定」 （各年度3月時点）

近年の物価高騰によるエネルギー価格や材料価格の上昇に伴い、工事費などのコストも増加傾向にある。
また、金利上昇に伴い企業債の借入利率が上昇しており、支払利息の増加による財政への影響が懸念される。

単位：％

■ 全国の建設工事デフレーターの推移（％） ■ 財政融資資金預託金利・貸付金利の推移（％）

建設工事デフレーター：建設工事費の変動（人件費・資材価格など）を反映した物価指数
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86,532 
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水需要の減少、給水収益の減少

③現状と課題

136.1

120.1

141.1

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

単位：億円 （税抜）単位：千㎥

※R6は料金改定により増加

205020452040203520302025単位：万人

64.366.268.169.670.971.8推計人口

岡山市の水需要は、人口減少や節水機器の普及等による家庭での一人あたりの使用水量の減少等により、減少傾向を
推移しており、事業の主たる財源である給水収益も減少している。

令和6年度の料金改定により給水収益は一時的に増加したが、本市の将来推計人口は減少することが見込まれており、
今後も水需要及び給水収益は減少傾向が続くことが見込まれている。

■ 有収水量の推移（平成19年度から令和６年度） ■ 給水収益の推移（平成19年度から令和６年度）

■ 岡山市将来推計人口

約20年で約11％の減少 約20年で約12％の減少
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技術 事務

職員構成の変化、技術の継承

③現状と課題

今後20年の間に熟練職員が大量退職することになり、全体の技術力の低下や人手が不足する恐れがある。また、少子
高齢化に伴い官民ともに人材が不足しており、特に技術系職員の人材不足が懸念される。

浄水・配水・管路整備・水質管理・危機管理など、多岐にわたる技術やノウハウの継承も課題となっており、知識・技能の
見える化、OJT、研修・資格支援、ICT活用による技術共有、職場環境整備、他自治体・民間との連携を通じ、中長期的な
人材・技術戦略を構築することが不可欠である。

■ 水道局の職員の年齢構成割合（人）

単位：歳

（人）

40歳以上の職員割合が約65％
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広報活動の推進

水道局では、ホームページやX・YouTube等のSNSによる情報発信や小学校での出前講座、水道の日などのイベント
を通じてお客さまに水道事業に関心をもっていただく広報活動を推進している。

令和7年度に実施した岡山市水道に関する意識調査結果や広報のデジタル化を踏まえて、市民ニーズに対応した効果
的な広報手法や広報媒体の検討を行う必要がある。

水道局公式X

水道記念館

関連する活動項 目

記者クラブへの投げ込み、取材（水道記念館・水道週間）プレス発表・取材

X・YouTubeSNS広報

水道の日、小学校等の出前講座、浄水場見学、実験工作室イベント・セミナー

ホームページからの情報発信コーポレートサイト

岡山市水道記念館体験型学習施設

缶バッジグッズ制作

■ 広報活動

取材（水道週間）

③現状と課題

取材（水道記念館）
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19,524 

12,283 
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20,000

西大寺小水力発電設備太陽光発電設備
（旭東浄水場PPA）

政府は、2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すことを宣言している。
また、岡山市でも「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、2050年までにCO2排出量実質ゼロを目指している。
水道事業では、ポンプ設備や施設の運転に多くの電力を消費しているため、非化石由来の電力調達の拡大や
省エネルギー機器の導入を推進する必要がある。

稼働年月日
出力

（kwh）
施設名

▼ 太陽光発電設備

H22.5.1330三野浄水場

H29.2.320本局庁舎

R6.3.1612旭東浄水場PPA

▼ 小水力発電設備

H27.3.26110西大寺小水力発電所

※出典：「岡山県環境への負荷の低減に関する条例」

■ 再生可能エネルギーの導入

■ 水道局の温室効果ガスの排出量 （単位：t-CO2）

脱炭素社会の実現（水道局の取組状況）

③現状と課題

単位：ｔ-ＣＯ２

2013 2025 2050

カーボンニュートラル

2030年目標：▲46％（2013年比）

2030

実質
ゼロ
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④ 次期計画の概要

28

「市民の安全安心を守り、災害による被害を最小限にとどめるために、ライフラインの強靱化を推進」

令和9年度～令和18年度

将来にわたり安全安心な水道水を市民に届け続けるための、中長期方針となるもの

■ 策定趣旨

■ 計画期間

■ 位置付け

『岡山市第七次総合計画』 ：岡山市

『水道事業ビジョン』 ：国土交通省

『経営戦略の策定要請』 ：総務省

■ 市民ニーズの把握

R7年6月に実施した「岡山市水道に関する意識調査」を反映

１位 「安全でおいしい水を送る」

２位 「浄水場・水道管の更新・耐震化」

令和7年度岡山市水道に関する意識調査

岡山市第七次総合計画の水道局関連方針

水道事業経営計画の概要

✓check

市民が重点的に取り組んでほしい事業

④次期計画の概要
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④次期計画の概要

今後も、市民のみなさまに支えられ築いて来た「安心と信頼」を「ゆるぎない」ものとし、またさらに「追求」することで、
安全安心な水道水を安定して供給し、次世代に岡山市の水道を繋ぐため、事業を推進する。

■ 基本理念

目指すべき事業像と基本方針

基本理念 ゆるぎない安心と信頼の追求

事業の根幹となる基本理念である「ゆるぎない安心と信頼の追求」のもと、30年先を見据えた事業方針として、
『安全』『強靱』『持続』の３つの基本方針を設定し、事業を推進する。

■ 基本方針

強 靱安 全 持 続

30

⑤ スケジュール（案）
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⑤スケジュール（案）

策定までのスケジュールについて

令和９年令和８年

３２１121110９８７６５

審議会

概 要 素 案

案

報 告

パブリック
コメント

都市・環境
委 員 会
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２ 三野浄水場更新工事について

三野浄水場全景

33

全体位置図

２ 三野浄水場更新工事について

三野浄水場

半田山配水池
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２ 三野浄水場更新工事について

（１）工事概要

工事名称 三野浄水場浄水池ほか築造工事

工事場所 岡山市北区三野一丁目 地内

工事期間 令和６年１０月～令和１２年３月（５年５か月間）

工事費用 ７０億８,２００万円

築 造 工 ６７億４,０００万円 （浄水池・ポンプ棟・ＵＶ棟・天日）

配管布設 ７,４００万円 （各施設付帯配管・弁類共）

撤去・整備 ２億６,８００万円 （既設工作物撤去・擁壁等）

入札方式 総合評価一般競争入札（簡易型）

請負業者 前田建設工業㈱・㈱荒木組・中村建設㈱ 特定建設工事共同企業体

35

２ 三野浄水場更新工事について

（２）事業計画

③建築設備
（建築機械設備・建築電気設備）

④場内配管
（導水管・送水管・配水管など）

⑤土木工事
（天日乾燥床(2期)・栓止め・場内整備）

①浄水池ほか築造工事
（浄水池・送配水ポンプ棟・紫外線処理棟・塩素混和池・ 天日乾燥床(1期)・場内整備）

〔今回工事：R6～R11年度〕

②プラント設備
（ポンプ設備・紫外線設備・電気設備）

〔後発工事：R9～R14年度〕
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２ 三野浄水場更新工事について

（令和7年6月）
撮影

三野浄水場建設現場状況

37

２ 三野浄水場更新工事について

（令和8年4月）
撮影

三野浄水場建設現場状況
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２ 三野浄水場更新工事について

（３）浄水池・ポンプ棟・紫外線処理施設の平面計画

紫外線処理施設

浄水池
（2池）

送配水ポンプ棟

UV施設

塩素
混和池
（2池）

・有効容量 13,000m3（2池化）

・水位設定 急速ろ過池からの自然流下

停電時の急速ろ過池への逆流防止

・有効水深 7.8m ※停電時流入量含む

浄水池

・ポンプ台数 7台（直送:5台、半田山山揚げ:2台）

・ポンプ形式 押込式

・配置場所 浄水池と一体（合棟）

送配水ポンプ棟

• 対象 第2水源（20,000m3/日）井戸水

第4水源（40,000m3/日）伏流水

• 処理能力 25,000m3/日×3基

39

２ 三野浄水場更新工事について

（４）完成予想パース

塩素混和池

紫外線処理棟

送配水ポンプ棟

浄水池
(新)天日乾燥床

天日乾燥床
（未施工）
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２ 三野浄水場更新工事について

①既設物撤去・1次掘削

↓
②土留工

↓
③中間杭工・仮桟橋工①
↓

④薬液注入工

↓
⑤2次掘削 切梁腹起し・仮桟橋工②

↓
⑥躯体工

土留

土留

土留

西 東
GL

3
0
.5
m 1
5.
7
m

2
6
.8
m1
1
.0
m

厚4.0m

厚3.0m

（５）仮設工（施工ステップ） ケーブル類

41

２ 三野浄水場更新工事について

紫外線処理

送配水ポンプ

第２ 第４

工水

第５

半田山
（山揚げ）

直送

矢坂山（予定）

塩素
混和池

浄水池 4
0
m

44m

17
m

13,000m3有効容量

7.8m有効水深

GL

6.0m
LWL

HWL
HHWL

浸水対策高

1.8m

浄水池断面

（６）躯体工（平面図）水の流れ
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２ 三野浄水場更新工事について

（６）躯体工（断面図）

ポンプ室
浄水池

搬入室

紫外線処理室
塩素混和池

機械室

機械室 ポーチ

ポンプ室
配管室

43

２ 三野浄水場更新工事について

電 気 室

搬入室
換気
機械室

換気
機械室

換気機械
スペース

見学室

ポーチ

トラック搬入口

浸水対策高

（６）躯体工（地上１階）
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２ 三野浄水場更新工事について

見学室からの眺望イメージ
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２ 三野浄水場更新工事について

ポーチイメージ

北側 立面図

土木

建築

西側 立面図

木目調仕上げイメージ
（建築白抜き部）

土木

建築

（６）躯体工（立面図、意匠）


